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な
か
む
ら
・
し
ゅ
う
じ

１
９
５
４
年
愛
媛
県
瀬
戸
町
（
現
伊
方
町
）
生
ま
れ
。

年
徳
島
大
工
学
部
電
子
工
学
科
卒
業
。

年
同
大
大

学
院
修
士
課
程
修
了
、
日
亜
化
学
工
業
入
社
。

年
か
ら
１
年
間
留
学
。
帰
国
後
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、

年
実

用
化
に
成
功
。

年
青
色
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
実
用
化
に
成
功
。

年
末
に
日
亜
化
学
を
退
社
、
２
０
０
０
年
２
月
か
ら
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
材
料
物
性
学
部
教
授
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
在
住
。

年
仁
科
記
念
賞
、

年
武
田
賞
。

年
米
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
メ
ダ
ル
賞
、

年
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
技
術
賞
」
を
日
本
人
初
受
賞
。

あ
か
さ
き
・
い
さ
む

１
９
２
９
年
鹿
児
島
県
知
覧
町
（
現
南
九
州
市
）
生
ま
れ
。

年
京
都
大
理
学
部
化
学
科
卒
業
、
神
戸
工
業
（
現

富
士
通
）
入
社
。

年
名
古
屋
大
工
学
部
電
子
工
学
科
助
手
、
そ
の
後
講
師
、
助
教
授
を
経
て

年
か
ら
松
下
電
器
産
業
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
）
東
京
研
究
所
勤
務
。

年
名
古
屋
大
工
学
部
教
授
、

年
名
城
大
教
授
を
経
て
、
２
０
１
０
年
４
月
か
ら
同
大
終
身
教
授
。

年
紫
綬

褒
章
。

年
朝
日
賞
、

年
武
田
賞
。

年
京
都
賞
。
「
半
導
体
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
も
い
わ
れ
る
化
合
物
半
導
体
国
際
会
議
の
ハ
イ
ン
リ

ッ
ヒ
・
ウ
ェ
ル
カ
ー
金
メ
ダ
ル
（

年
）
な
ど
海
外
の
受
賞
も
多
い
。

あ
ま
の
・
ひ
ろ
し

１
９
６
０
年
浜
松
市
生
ま
れ
。

年
名
古
屋
大
電
子
工
学
科
卒
。

年
名
城
大
理
工
学
部
講
師
、

年
同
大
助
教
授
、

２
０
０
２
年
名
城
大
教
授
。

年
４
月
名
古
屋
大
教
授
就
任
。

年
オ
プ
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
会
議
特
別
賞
、
２
０
０
２
年
武
田
賞
。

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

開
発

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
７
日
、
２

０
１
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
名
城
大
（
名
古
屋

市
）
の
赤
崎
勇
・
終
身
教
授
(

)
、
名
古
屋
大
の
天
野

浩
教
授
(

)
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
サ
ン
タ
バ
ー
バ

ラ
校
の
中
村
修
二
教
授
(

)
の
３
氏
に
贈
る
と
発
表
し

た
。
赤
崎
氏
と
天
野
氏
は
、
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
を
使
っ
た

半
導
体
結
晶
の
加
工
技
術
を
確
立
し
、
長
年
不
可
能
だ

っ
た
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
や
青
色
半
導

体
レ
ー
ザ
ー
な
ど
の
開
発
に
成
功
。
中
村
氏
は
そ
れ
ら

の
量
産
技
術
を
開
発
し
、
世
界
で
初
め
て
製
品
化
し
た
。

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
屋
外
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
携
帯
電
話

の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
、
屋
内
照
明
や
信
号
機
な
ど
に
広
く

応
用
さ
れ
、
省
エ
ネ
に
大
き
く
貢
献
。
青
色
レ
ー
ザ
ー

は
大
容
量
光
デ
ィ
ス
ク
や
高
速
通
信
機
器
な
ど
今
日
の

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
時
代
に
不
可
欠
な
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
を
可
能
に
し
た
。

授
賞
理
由
は
「
明
る
く
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
白
色
光
源

を
可
能
に
し
た
効
率
的
な
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
発
明
」
。
日

本
の
受
賞
は

年
の
山
中
伸
弥
・
京
都
大
教
授
に
続
く

快
挙
で
、物
理
学
賞
は

年
に
南
部
陽
一
郎
、小
林
誠
、

益
川
敏
英
の
３
氏
が
受
賞
し
て
以
来
。
日
本
の
受
賞
者

数
は
、
米
国
籍
の
南
部
氏
を
含
め

人
（
医
学
生
理
学

賞
２
、
物
理
学
賞

、
化
学
賞
７
、
文
学
賞
２
、
平
和

賞
１
）
と
な
る
。
授
賞
式
は

月

日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
で
開
か
れ
、
賞
金
計
８
０
０
万
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

（
約
１
億
２
０
０
０
万
円
）
が
贈
ら
れ
る
。

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
赤
色
、
緑
色
の
開
発
に
続
い
て
、

世
界
の
研
究
者
が
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
材
料

と
な
る
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
の
半
導
体
結
晶
を
作
る
技
術
が

困
難
を
極
め
、

年
代
後
半
に
は
多
く
の
研
究
者
が
断

念
し
て
い
た
。

赤
崎
氏
は
、

年
間
勤
め
た
松
下
電
器
産
業
か
ら
名

古
屋
大
に
戻
っ
た

年
に
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
の
研
究
に
着

手
。

年
、
サ
フ
ァ
イ
ア
の
基
板
の
上
に
、
ク
ッ
シ
ョ

ン
と
な
る
中
間
層
を
置
き
、
そ
の
上
に
窒
化
ガ
リ
ウ
ム

の
き
れ
い
な
結
晶
を
作
る
こ
と
に
成
功
。

年
に
世
界

で
初
め
て
青
色
に
発
光
さ
せ
、
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
に
よ
っ

て
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
製
造
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

年
に
は
青
色
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
開
発
に
も
成
功
し

た
。中

村
氏
は
、
徳
島
県
阿
南
市
の
蛍
光
材
料
メ
ー
カ
ー

「
日
亜
化
学
工
業
」
に
技
術
者
と
し
て
在
籍
し
て
い
た

年
、
赤
崎
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
、
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
を

使
っ
た
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
製
品
化
に
着
手
。
結
晶
を
サ
フ

ァ
イ
ア
の
基
板
に
直
接
、
均
一
に
薄
く
成
長
さ
せ
る
技

術
を
５
年
で
編
み
出
し
、

年
に
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、

年

に
は
青
色
レ
ー
ザ
ー
の
製
品
化
を
世
界
で
初
め
て
成
し

遂
げ
た
。

一
方
、

年
１
月
に
は
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
法
特
許
の

譲
渡
に
対
す
る
対
価
を
日
亜
化
学
工
業
に
求
め
た
裁
判

で
「
２
０
０
億
円
判
決
」
（

年
１
月
、
東
京
高
裁
で

約
８
億
４
０
０
０
万
円
で
和
解
）
を
勝
ち
取
り
、
「
技

術
者
の
反
乱
」
と
話
題
を
呼
ん
だ
。

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
実
現
で
、
光
の
三
原
色
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で

作
り
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
白
色
の
照
明
や
屋
外

の
フ
ル
カ
ラ
ー
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
実
用
化
に

つ
な
が
っ
た
。
寿
命
が
長
く
消
費
電
力
が
小
さ
い
Ｌ
Ｅ

Ｄ
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
効
果
的
で
、
原
発
事
故
後

に
国
内
で
爆
発
的
に
普
及
が
進
ん
だ
。

ま
た
、
青
色
レ
ー
ザ
ー
の
開
発
で
、
従
来
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
比
べ
単
層
で
５
倍
、
複
層
化
で
数
十
〜
数
百
倍
も
の

情
報
が
記
録
で
き
る
次
世
代
光
デ
ィ
ス
ク
「
ブ
ル
ー
レ

イ
」
が
実
現
。
映
画
や
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ
の
録
画

な
ど
、
大
容
量
記
録
媒
体
の
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

【
千
葉
紀
和
】

（左から）中村修二、天野浩、赤崎勇の３氏‖東京都内のホテルで2002年11月20日、山下浩一撮影
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